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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず「里地里山生態系の変容による大型糞虫類の生存戦略の解明」とい
う概要を『昆虫と自然』に発表するとともに、昆虫食とローカルマーケットの位置に関する論文をPlos Oneに発
表した。また、2021年には九州大学で講演を行い、昆虫食についての議論も行った。2022年度後半からは新型コ
ロナウイルス感染症の影響が減少したため、ラオスでのローカルマーケットでの昆虫食の販売調査を実施すると
ともにラオス国立大学にも調査を委託した。1年間のデータ収集が完了すれば、ビエンチャンのローカルマーケ
ットでの販売昆虫の変化などの情報を分析し、論文を執筆する予定である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we first published an overview titled "Survival strategies of
 large dung beetles through the transformation of satochi-satoyama ecosystems" in the journal "
Insects and Nature," and a paper on entomophagy and the location of local markets in Plos One. In 
2021, we also delivered a lecture at Kyushu University to discuss entomophagy. As the impact of 
COVID-19 decreased in the latter half of 2022, we conducted a survey on entomophagy sales in local 
markets in Laos and commissioned the National University of Laos to assist in the survey. After 
collecting one year's worth of data, we plan to analyze the information regarding changes in insects
 sold in local markets in Vientiane and write a paper on the findings.

研究分野：地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
将来の食糧危機への懸念が高まる中、昆虫を代替食として注目される状況において本研究は行われており、非常
にタイムリーな取り組みであった考える。しかしながら新型コロナウィルス感染症の影響により、研究の主たる
部分の実施が叶わず、現地視察程度で終わらざるを得なかったことは非常に残念である。
大型糞虫類の分布域が人々の生活とどのように関連しているのかについては、引き続き時期を見つけ、研究を進
めたいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
昆虫食は、農作物不作の際の代替食糧源など村落住民のセーフティーネットとして機能する
だけではなく、独自な食文化として位置づけられてきた。昆虫食は東南アジアのラオスやタイ東
北部で多く見られ、とくにラオスは日常的に昆虫を消費する人口比率が、世界で最も高いといわ
れている。 
昆虫食では甲虫が最も多く利用されているが、ラオスやタイ東北部の水田地帯ではコガネム
シ上科甲虫の糞虫の利用が非常に盛んであり、村落住民は糞虫の蛹や成虫を食する習慣がある。
糞虫は、牛や水牛などの糞に依存して生育するため、糞の分布と量が糞虫の生息地を規定してい
る。ラオスやタイ東北部の水田では、コメを収穫したあとの乾季に繁茂する雑草などを牛や水牛
が食し、その場で糞をすることから、水田地に多くの糞虫が生育するが、さらにその糞虫を人が
採取するという、いわば里地生態系を形成している。 
糞虫の中でも、水牛の糞に依存する大型のセアカナンバンダイコクコガネとその近縁種（以下、
大型糞虫類）は、成虫は体長 5 ㎝以上あり、糞玉は直径 6～7cm 程度になり、その中で幼虫が
生育する。2～3 月の乾季の終わりごろに幼虫が蛹化し、たんぱく質の固まりとなり、村落住民
はそれを採取し、食する。 
大型糞虫類は本来の生息地として野生象の糞を利用してきたが、野生象の減少に伴い、人に飼
育された水牛の糞を利用することによって水田という人為的な環境を代替生息地とし、その集
団を維持してきた。しかし近年、水田環境を脅かす様々な課題が起こっている。トラクター導入
など農業の機械化が進み、水牛の飼育頭数がタイでは最盛期の 6 分の 1に、ラオスでも 8 割程
度に減少している。今後も農業の機械化が進み水田環境が変化し続けることが予想され、大型糞
虫類の生息地が次第に縮小する恐れがある。また、水牛に寄生する寄生虫を駆除するために駆虫
薬の利用が増加しているが、その成分が糞とともに体外へ排出され、糞虫の産卵数減少や幼虫生
存率の低下への影響も見られる。 
しかしながら、このような水田環境の変化が、そこに生息する大型糞虫類の生育に及ぼす影響
については、ほとんど明らかにされていない。また近年、経済発展や農業の近代化のため、ラオ
スやタイ農村部の昆虫食の習慣が変容しつつあると言われている。例えば就業形態の変化のた
めに昆虫採取の時間がなく市場での購入に頼るようになったり、食品の多様化で昆虫食が既製
食品と置き換えられるなど、村落住民の生業形態や生活スタイルの変化に起因すると考えられ
る。これら昆虫食の習慣がどのように移り変わっていったのか、またどのような要因で起こって
いったのかについて検討された研究は、ほとんどない。 

 
２．研究の目的 
本研究は、水田環境の変化が大型糞虫類の生息環境に及ぼす影響を明らかにするとともに、大
型糞虫食と村落住民の生活形態の変容との関係性を明らかにし、さらに大型糞虫類の生息環境
の変化と村落住民の大型糞虫食との相互関係を明らかにすることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
① 踏査調査: 糞虫食と大型糞虫類の概要把握 
ラオス・タイの対象地域で大型糞虫類の生息状況と糞虫食の概要を調査し、村落やローカル
市場を訪問する。 
② 村落・世帯レベル調査: 糞虫食の実態と大型糞虫類の生息状況の把握 
村落レベルアンケート調査と世帯レベルの聞き取り調査を実施する。糞虫類の出現頻度や
利用状況、村落住民の生業形態や生活スタイルの変化について調査する。 
③ 採取・飼育調査: 農業の機械化・近代化と大型糞虫類の関係の把握 
水田での大型糞虫類の採集調査と飼育実験を行います。資源量の推定や駆虫剤の影響を明
らかにする。 
④ ローカル市場聞き取り調査: 市場での昆虫食利用実態と変容の把握 
村落周辺の市場での調査を行い、大型糞虫類を含む昆虫食の販売状況を把握します。季節差
や取り扱いの相違にも留意し、調査を行う。 

 
４．研究成果 
 研究開始段階である 2019年度末から 2022年度にわたって、新型コロナウィルス感染症の
影響で、現地渡航が全くできず、調査計画の大幅な変更を余儀なくされた。具体的には、①、②、
③に関する調査は大幅に縮小せざるを得なかった。 
本研究の主な成果としては、以下のとおりである。本研究の概要を表した「里地里山生態系の
変容による大型糞虫類の生存戦略の解明」を『昆虫と自然』に発表、また昆虫食とローカルマー
ケットの位置に関する論文を Plos Oneにて発表を行った。 

2021年 8月に、九州大学アジア・オセアニア研究教育機構の Q-AOSブラウンバッグセミナ
ーとして「新食品素材・マイナーサブシステンスとしての昆虫食：昆虫食は人類を救うのか？」



 

 

と題して講演を行った。また同月、九州大学大学院農学研究院昆虫科学新産業創生研究センター
主催の公開シンポジウム「昆虫が導く次世代の食生活」において、研究代表者を含む参画者が発
表するとともに登壇し、昆虫食に関する議論を行った。 

 
2022年度後半からの新型コロナウィルス感染症の影響による海外渡航規制が減じてからは、
ラオスでの昆虫食のローカルマーケットでの販売状況の現地調査を実施した。日本人研究者の
渡航が限定的であったため、ラオス国立大学への委託調査も併せて実施していたが、その調査の
確認という意味合いもあった。委託調査では、ラオスの首都および郊外で販売されている昆虫食
の実態を把握するため、マーケットで販売されている昆虫の種数・量・時期などの調査を、月に
１～２回、定期的な委託調査を依頼している。今後、１年間を通した委託調査のデータの収集が
終了すれば、ビエンチャンにおけるローカルマーケットでの販売昆虫の変遷など様々な情報を
入手できるので、分析を進めるとともに、論文を執筆する予定である。 

 
本科研において、最大の目的である大型糞虫類の分布域や水牛飼育との関連性に関する調査
は、新型コロナウィルス感染症の影響によりほとんど実施することができず、現地視察程度で終
わらざるを得なかったことは非常に残念である。大型糞虫類の分布域が人の水牛飼育や農薬の
利用など、人々の生活とどのように関連しているのかについて、引き続き機会を見つけて、研究
を進めたいと考える。 
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